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田内自治会 「ものづくり」 
 ５月 11 日(土)の「おばの会」は、月１回実施される「ものづくり」

の日でした。 

 この日は、ミニ花飾りの制作。材料が配られると早速、どのように

花を挿していくのかを考え、作業を進めていきます。色とりどりの花

を前に、それぞれの花の配置や高さなどを考えながら、花用スポンジ

の土台に造花を挿していきます。「この花は、ここの方がいいかな？」

「いいと思うわ。」「うまく挿せないなあ。」「ちょっと斜めにしてみた

ら？」などと、自分の作品に向き合いながらも、他の参加者の作品に

も目を向けて、話も弾みます。作業を始め、40 分ほどたった頃には、

全員の作品が完成しました。 

 その後、体をほぐすために体操をしたり、懐かしい歌を全員で歌っ

たりして、あっという間の２時間でした。 

 「ここに来るのが楽しみ。みんなでしゃべったり、歌を歌ったりす

るのはとても楽しい。」と笑顔が溢れていました。次は、みんなで「カ

ラオケに行こう！」と計画されていました。 

生涯学習推進活動だより 「 自
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 」って？ 
長岡京市生涯学習活動だより「自遊学」が発行され、四半世紀が過ぎようとしています。そ

の間、たよりの形状は変化してきていますが、生涯学習を推進しようという熱意は変わりませ

ん。「自遊学」とは、“市民一人一人が、自由に主体的に楽しみながら学ぼう”という意味です。

発刊当時は年１回の発行でした。その頃の「自遊学」をひも解いてみますと、第２号には「生

涯学習相談コーナー特集」という見出しで、「昨年 11 月 13 日ガラシャ祭において『生涯学習相

談コーナー』を開きました。」という記事が載っていました。第４号には、「いつの頃だろうか

『生涯学習』という言葉が流行してきたのは…私は５年前位から耳にしたような気がする。」（当

時市主催の「市民生涯学習講座」運営委員の方）との書き出しで「私と生涯学習」という記事

が掲載されています。第６号では、「生涯学習が広がっています」との見出しで「生涯学習とい

う言葉が、市民の皆さんのなかで広くつかわれるようになり、その活動も活発になってきまし

た」と各自治会等での取組がいくつか紹介されていました。 

四半世紀の歴史を経て、着実に生涯学習は皆様の中に位置づき、自らを高め生きがいのある

豊かな人生を送るため、いろいろな事業や活動が行われてきました。今後も、「だれでも いつ

でも どこでも」を合言葉に、自主的・自発的に学習やスポーツに取り組んでいける環境づく

りを進めていきましょう。 

「自遊学」では、引き続き各地域での取組を紹介していきます。 
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田内自治会 「オープンサロン」 
 ４月 13 日(土)、「第 41 回オープンサロン」を開催しました。  

午後１時の開催時刻には参加者が次々と集まりました。今年の桜は

例年よりも長い期間咲き続け、見る者の目を楽しませてくれましたが、

この日は、さっそくテーブルに着いた参加者のにぎやかなおしゃべり

の花が咲きました。そして、折り紙を使った工作が始まりました。折

り紙を折って、ハサミで切り、広げてみると、桜の花のような形が次々

とでき上がりました。「きれいにできたね。」「ここを丸く切ると、かわ

いらしくなるよ。」など声をかけ合いながら、丁寧に作業を続けておら

れました。その後、「ダーツ」と「吹き矢」で楽しんでおられました。 

東台自治会 「英会話クラブ」 
 ４月 16 日(火)、「東台英会話クラブ」が開催されました。 

 講師は、同町内に在住のマーク・マックローリー先生です。マック

先生は、「英語の勉強をするのは、『楽しい』『おもろい』ことが一番」

とおっしゃいます。この日は、６名が集まりました。「Talk About 

The Future」スゴロクで、さいころを振り、駒が止まったところで

質問に答えていくというゲームでしたが、３人ずつのグループで、楽

しく進めておられました。参加者の方は、「この頃、長岡天神にも外国

の人が良く来るので、普段から声をかけるようにしている」「仕事をや

めて家に引きこもっていたが、地域の方とのコミュニケーションを大

切にしていきたい」と参加の動機について教えてくださいました。あ

っという間の２時間でしたが、皆さん、充実したレッスンだったよう

です。 

長四小校区 「おもちゃ修理教室」 
 この教室は、今年で３年目を迎えました。 

 「物を大切に 資源を大切に 壊れた玩具を修理して 地域の子ど

もたちや若い方々と 仲良くなろう」を活動の目標に、６名の修理ス

タッフで実施しています。  

 ５月 25 日(土)。この日は、「喋る人形」の声が出ないので直してほし

いとの修理依頼がありました。電池の収納部分を開いてみると、原因

は電池の液漏れであることが分かり、早速、腐食した部分を丹念に磨

いてシリコンを塗布しました。新しい電池を入れてみると、声が出る

ようになりました。そのほかには、子どもが大きくなったから不要に

なったと戴いたプラレールの電車 20 個を修理しました。絨毯の毛が歯

車にこびり付いて車輪が回らないものや電池の接触不良が主な原因で

した。手を加えれば、まだまだ使える玩具。修理依頼がもっともっと

増えることを願っています。 

【ご案内】 
生涯学習課では、各自治会等での取組を「生涯学習活動だより『自遊学』」に随時掲載し、各自治会

にお届けしています。 
各自治会等で取組を実施されます際には、日時・内容等を事前にご案内いただけましたら取材に伺い

ます。また、お伺いできなかった取組につきまして、内容等を事後にご報告いただきましたら、「自遊
学」でご紹介させていただきます。 


